
４  「  施設におけ る でき る 限り 良好な 家庭的環境の整備 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現状・ こ れま で の取組  

１  施設の小規模化・ 地域分散化の促進・ 家庭的な 養育環境( グ ループホ ーム 等) での 

養育を 推進 

〇 児童養護施設において 、 令和６ 年３ 月１ 日時点で 、 グ ループホ ーム は１ ９ １ か

所、 施設の定員に占める 定員６ 名以下のユニ ッ ト ケ ア は、 約６ 割を 占めて おり 、

小規模化、 地域分散化が進んでいま す。  

 

〇 乳児院において も 、 家庭的な 養育環境を 目指し て おり 、 ユニ ッ ト の小規模化を

進めて いま す。 定員６ 名以下の小規模ユ ニ ッ ト の割合は、 令和６ 年３ 月１ 日時点

で約６ 割と な っ て いま す。  

 

〇 週末や夏休みな ど の期間に、 一定の要件を 満た し 登録を さ れた 「 フ レ ン ド ホ ー

ム 」 と の交流を 行う こ と によ り 、 児童養護施設や乳児院で暮ら す児童が家庭生活

を 体験する 場を 提供し て いま す。  

 

 

２  施設の多機能化（ 里親家庭の支援、 一時保護児童の受入等）  

〇 児童養護施設、 乳児院及び母子生活支援施設において 、 シ ョ ート ス テ イ やト ワ

イ ラ イ ト ス テ イ 等の地域の子育て 家庭への支援を 実施し て いま す。  

 

〇 児童養護施設及び乳児院では、 フ ォ ス タ リ ン グ 機関事業の受託や里親支援専門

相談員7 、里親交流支援員8 の配置等によ り 、里親子に対する 支援を 行っ て いま す。  

 

〇 児童養護施設や乳児院において 、 一時保護委託児童を 受け 入れる 専用ユニ ッ ト

を 設置し 、 一時保護委託の受入れを 行っ て いま す。  

 

 

 
7  児童相談所等と 連携し て 、 里親委託の 推進及び里親支援の 充実を 図る こ と を 目的に 配置さ れる  
8  愛着関係移行の 援助等き め 細かい 里親子の 交流支援を 実施し 、 児童の 里親委託に 向け た 支援を 行う こ と を 目的に

配置さ れる   

（ 目指す方向性）  

〇 施設におけ る 家庭的な 環境での養育を 更に進める た め、 引き 続き 、 小規模化・

地域分散化を 推進し ま す。  

 

〇 施設が地域の子育て 家庭や里親子の支援を 行う な ど の多機能化を 推進し ま す。  

 

〇 障害児入所施設に入所し て いる 児童が、 でき る 限り 良好な 家庭的環境の下で支

援が受け ら れる 体制の整備に向け て 努めま す。  
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３  障害児入所施設におけ る 支援 

（ １ ） 国の動向 

〇 国の策定要領9 において 、「 障害児入所施設において も 、 被虐待児童が一定割合

生活し て いる こ と を 踏ま え 、 障害児入所施設において は、 障害に対する 正確な 理

解と 障害特性に応じ た 環境の提供に加え 、 で き る 限り 良好な 家庭的環境の下で支

援を 行う こ と が必要」 と 新た に明記さ れま し た 。  

 

 〇 ま た 、 令和６ 年度から 、 運営基準 1 0 に「 指定福祉型障害児入所施設は、 障害児

ができ る 限り 良好な 家庭的環境において 指定入所支援を 受け る こ と がで き る よ う

努めな ければな ら な い。」 こ と が新た に明記さ れま し た 。  

  

〇 さ ら に、 障害福祉サービ ス 等報酬改定において 、 よ り 家庭的な 環境によ る 支援

を 促進する 観点か ら 、 小規模グ ループ ケ ア 加算1 1 も 、 よ り 小規模な ケ ア への評価

へ見直し が行われま し た 。  

 

（ ２ ） 都の取り 組み 

 〇 福祉型障害児入所施設は、 令和６ 年４ 月１ 日現在、 都内 8 施設、 都外 9 施設で

あ り 、 そ のう ち 、 小規模グ ループケ ア 加算を 算定し て いる 施設は、 都内１ 施設、

都外３ 施設で、 児童数は１ ０ ８ 名と な っ て いま す。  

  

〇 現在は、 障害児入所施設から 建替え や改修の相談があ っ た 際に、 ユ ニ ッ ト 化に

ついて も 助言を 実施し て いま す。  

 

 

 課題と 取組の方向性  

＜課題１ ＞施設の小規模化・ 地域分散化の促進・ 家庭的な 養育環境( グ ループホ ーム 等)

での養育 

〇 国は、「 でき る 限り 良好な 家庭的環境」 の確保に取組み、 概ね５ 年程度を 目標に 

小規模化かつ地域分散化する こ と を 求めて いま す。  

 

〇 児童養護施設における 、 小規模グ ループケ ア （ 定員６ 名） は、 令和元年 1 0 月

3 1 日以前に、７ ～８ 名で指定さ れて いた 施設において は国の経過措置が認めら れ

て いま し た が、経過措置は令和６ 年度末で終了する こ と と な っ て いま す。し かし 、

都内の現状では、 一時保護所のひっ 迫状況等から 定員を 即時に減少さ せる こ と は

困難と な っ て いま す。  

 

 
9  「 都道府県社会的養育推進計画の 策定要領」（ 令和 6 年 3 月 1 2 日付こ 支家第 1 2 5 号子ど も 家庭庁支援局長通知） 
1 0  第２ ０ 条第２ 項（ 児童福祉法に 基づく 指定障害児入所施設等の 人員、 設備及び運営に 関する 基準・ 平成 2 4 年厚

生労働省令第 1 6 号 
1 1  施設の ユ ニ ッ ト 化な ど 、 定員 1 0 名ま で の 小規模グ ループで ケ ア （ 設備・ 人員配置の 条件有） を 実施し た 場合の

評価（ 例： 定員４ ～6 名の場合、 3 2 0 単位/日を 加算）  
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 〇 地域分散化によ り 、 グ ループホ ーム が増え た こ と に伴い、 若手職員がグ ループ

ホ ーム に配置さ れ、 運営の中心と な る こ と も 増え て おり 、 若手職員の育成、 フ ォ

ロ ー体制の構築が課題と な っ て いま す。  

 

 〇 こ れま で、 本体施設はス ケ ールメ リ ッ ト を 生かし て ケ ア ニ ーズ の高い児童を 受

け 入れて き ま し た 。 一方で 、 グ ループホ ーム の増設に伴い、 本体施設の定員を 減

少さ せて き た こ と 、 本体施設の各ユニ ッ ト の小規模グ ループケ ア 化を 進めた こ と

に伴い、 本体施設において も 複数職員によ る 勤務ロ ーテ ーシ ョ ン を 組むこ と が困

難にな っ て いま す。  

 

〇 都立児童養護施設において は、 公的な 役割を 果た す中でケ ア ニ ーズ が高い児童

の割合が増加し て おり 、 現行の職員配置及び１ ユ ニ ッ ト 定員（ ８ 名） では児童の

特性に応じ た 支援が困難にな っ て き て いま す。  

 

〇 乳児院において は、 特に職員配置の少な い夜間を 中心に、 授乳や呼吸確認な ど

の業務や、 緊急を 要する 乳児の一時保護委託の受入を 行う 必要があ る こ と から 、

小規模での養育を 引き 続き 実施する た めには、 職員の増配置と と も に、 職員一人

ひと り が高いス キ ルを 習得する こ と が必要です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 取組１ ） 小規模化及び地域分散化の促進 

〇 施設におけ る 家庭的な 環境での養育を 更に進める た め、引き 続き 、小規模化・

地域分散化に対応する グ ループホ ーム の設置を 支援し ま す。  

 

〇 小規模化や地域分散化を 進める にあ た っ て は、 代替養育の必要な 児童の見込 

数を 踏ま え 、 保護が必要な 児童の行き 場がな く な る こ と がな いよ う 、 必要な 定 

員数を 確保し ま す。  

 

〇 グ ループホ ーム に勤務する 職員が孤立する こ と のな いよ う 、グ ループホ ーム の

特性を 踏ま え た 、 職員の負担軽減のた めの 体制構築を 引き 続き 支援し て いき ま

す。  

 

〇 児童養護施設の本体施設の小規模化に伴い、職員体制の充実に向け た 支援を 実

施する と と も に、 個室化な ど ハード ・ ソ フ ト 両面から ケ ア ニ ーズ の高い児童の受

け 入れを 促進する た めの支援を 検討し て いき ま す。  

 

〇 都立児童養護施設において も 、将来の代替養育を 必要と する 児童数を 踏ま え な

がら 、 引き 続き 小規模化・ 地域分散化の整備を 計画的・ 段階的に進めて いく と と

も に、 職員の体制強化や定員の見直し を 図っ て いき ま す。  

 

〇 一人ひと り が高いス キ ルを 習得し 、 小規模での養育を 行う た め、 乳児院等の職 

員を 対象と し た 研修を 引き 続き 実施し て いき ま す。  
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＜課題２ ＞施設の多機能化（ 里親家庭の支援、 一時保護児童の受入等）  

〇 児童養護施設、 乳児院、 母子生活支援施設には、 入所機能のみな ら ず、 在宅子

育て 家庭や里親子のニ ーズ を 踏ま え た 機能や役割の強化が期待さ れて いま す。  

 

〇 一時保護所の入所のひっ 迫状況か ら 、 児童養護施設や乳児院におけ る 一時保護

委託の需要が高ま っ て おり 、 受入れ体制の強化が必要です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題３ ＞障害児入所施設のユニ ッ ト 化 

〇 障害児入所施設のユニ ッ ト 化に当た っ て は、 居室、 居間、 食堂、 入所し て いる

障害児が相互に交流で き る 場所な ど が必要と な る た め、 施設の建て 替え や改修等

のハード 面の整備が必要です。  

 

〇 ま た 、 小規模グ ループケ ア 加算を 算定する た めには、 ハード 面の整備のほ か、

ソ フ ト 面（ 専任の児童指導員又は保育士の配置） の対応も 必要です。  

 

 

 

 

 

 

（ 取組２ －１ ） 施設の多機能化の取組の推進 

〇 乳幼児期におけ る 家庭養育推進のた め、 乳児院におけ る 里親等委託推進に向

け た 体制の強化を し て いき ま す。  

 

〇 乳幼児を 持つ家庭の支え と し て も 、 重要な 役割を 担っ て いる 乳児院では、 里親

交流支援員の配置を 継続する と と も に、 特別養子縁組推進員を 配置し 、 今後、 地

域や里親家庭のニ ーズ を 捉え た 取組を 展開し て いき ま す。  

 

〇 地域の子育て 支援の場と し て 、 児童養護施設や乳児院、 母子生活支援施設の更

な る 活用を 検討し て いき ま す。  

（ 取組３ ） 障害児入所施設におけ る でき る 限り 良好な 家庭的環境の整備 

 〇 引き 続き 、障害児入所施設に対し 、運営費や施設整備費補助等を 行う と と も に、

ユニ ッ ト 化への助言や財政支援の適切な 周知を 行い、でき る 限り 良好な 家庭的環

境の整備に向け て 努めて いき ま す。  

 

（ 取組２ －２ ） 一時保護委託の受入れ促進 

 〇 引き 続き 、乳児院や児童養護施設における 一時保護委託の受入れを 実施し て い 

き ま す。  

 

〇 乳児院におけ る 三才以上の一時保護委託の受入促進に向け た 支援を 継続し ま

す。 児童養護施設において は、 一時保護委託専用ユニ ッ ト への支援を 継続する と

と も に、 受入体制構築に向け 、 環境整備の経費を 支援し て いき ま す。  
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 評価指標  

取組 指標名 現状 目標値 

取組１ -１  児 童 養 護 施 設 定 員 に 占 め る

定 員 ６ 名 以 下 の ユ ニ ッ ト の

割合 

6 0 .4 ％ 

（ 令和６ 年度）  

1 0 0 %  

※た だ し 、 代替養

育の 状況に よ る  

取組１ －１  乳 児 院 定 員 に 占 め る 定 員 ６

名以下のユニ ッ ト の割合 

5 9 .8 ％ 

（ 令和６ 年度）  
上げる  

取組１ -１  グ ループホ ーム の定員数 １ ,１ ４ １ 名 

（ 令和６ 年度）  
増やす 

取組１ －２  一 時 保 護 専 用 施 設 の 整 備 施

設数 

（ 一 時 保 護 委 託 専 用 ユ ニ ッ

ト ）  

乳児院４ 箇所 

児童養護施設１ 箇所 

（ 令和６ 年度）  

増やす 

取組１ －２  里親養育包括支援（ フ ォ ス タ

リ ン グ ） 事業の実施施設数 

６ 施設（ 都内８ 箇所に

設置済）  

（ 令和７ 年１ 月）  

全児相ご と に

設置 

取組１ －２  区 市 町 村 の 家 庭 支 援 事 業 を

委託さ れて いる 施設数（ 事業

ご と ）  

１ ， ５ ０ ３ 箇所（ 速報

値）  

（ 令和 6 年度）  

増やす 

 

 

主な 施策  

・ グ ループホ ーム 事業 

  児童養護施設本体から 独立し た 地域社会の民間住宅等を 活用し て 、 よ り 家庭的な  

環境の中で養護を 実施する グ ループホ ーム を 運営する 場合に運営経費を 補助し ま す。 

 

・ グ ループホ ーム ・ フ ァ ミ リ ーホ ーム 設置促進事業 

  本園から 支援する 常勤職員の配置経費を 補助する な ど 、 グ ループホ ーム ・ フ ァ ミ  

リ ーホ ーム の職員への支援体制を 強化する こ と によ り 、 質の高いグ ループホ ーム 等 

の運営を 促進する と と も に、 家庭的養護の推進を 図り ま す。  

 

・【 拡充】 専門機能強化型児童養護施設制度 

  治療的・ 専門的ケ ア が実施出来る 体制を 整備し 問題を 有する 児童の自立を 促進す 

る 「 専門機能強化型児童養護施設」 を 設置し 、 問題を 抱え た 児童の入所が増加に対 

応する と と も に、 児童の自立促進を 図り ま す。  

 

・【 拡充】 新生児委託推進事業（ 再掲）  

  家庭で適切な 養育を 受け ら れな い新生児を 対象と し て 、 でき る 限り 早期に特別養 

子縁組ができ る よ う 、 養子縁組里親の養育力向上のた めの研修実施や新生児と 養子 

縁組里親の交流支援を 行い、 新生児委託を 推進し ま す。  
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・【 拡充】 乳児院の家庭養育推進事業 

  乳児院に治療的・ 専門的ケ ア が実施でき る 養育体制を 整備する こ と によ り 、 被虐 

待児、 病虚弱児、 障害児等の支援を 充実さ せる と と も に、 保護者等に対する 育児相 

談等の支援体制を 強化し 、 入所児童の家庭復帰や里親委託を 促進し ま す。  

 

・【 拡充】 子育て 短期支援事業（ 再掲）  

  保護者の疾病そ の他の理由によ り 家庭において 児童を 養育する こ と が一時的に困 

難と な っ た 場合及び経済的な 理由によ り 緊急一時的に母子を 保護する こ と が必要な  

場合等に、 児童養護施設そ の他の保護を 適切に行う こ と のでき る 施設において 一定 

期間、 養育・ 保護を 行いま す。  

 

・ 母子一体型シ ョ ート ケ ア 事業 

  見守り が必要な 母子等に対し 、 母子生活支援施設において 、 母子と も に滞在型の

シ ョ ート ス テ イ を 実施し 、 育児・ 家事指導等を 行う こ と によ り 、 そ の後の生活支援

につな げま す。  

 

・【 拡充】 乳児院の一時保護委託受入促進事業 

 乳児院において 、 三歳以上の幼児の一時保護委託を 受け 入れる た めの専用ユニ ッ  

ト を 設置し 受入体制の充実を 図る こ と で、 一時保護委託の実施を 促進し ま す。  

 

・【 新規】 一時保護体制強化事業（ 再掲）  

  一時保護委託児童受入促進のた め、 児童養護施設の空き ス ペース を 活用し て 一時 

保護児童を 受け 入れる 際の準備経費を 支援する ほか、 一時保護所のユニ ッ ト 化に向

け た 改修計画の策定、 通学支援、 円滑な 施設等への入所調整に資する シ ス テ ム の構

築等、 一時保護体制強化に係る 取組を 実施し ま す。  

 

・ 養育家庭制度（ 再掲）  

  養育に係る 負担を 軽減する た めのレ ス パイ ト ・ ケ ア の提供を 行う ほか、 措置解除 

と な っ た 元里子に対し 、 養育家庭等を 通じ て 居住費を 支援する 等、 養育家庭等に対

する 支援活動を 行い児童の処遇向上を 図り ま す。  
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